
令和 8年度 歴史総合，日本史探究 一般選抜Ａ日程（２／５） 

         

 

あ 

663年、朝鮮半島の白村江で、日本・百済の連合軍が唐・新羅の連合軍に敗れた戦い。日本は大

陸への影響力を失い、防衛体制強化のために大宰府や水城を整備した。 

 

い 

鎌倉は源頼義以来、源氏とのゆかりが深い地であり、三方を山に囲まれ、南は海にのぞむ天然の

要害で防衛に適していたうえ、東国武士の地盤に近く支持を得やすかったためである。 
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う 

南蛮貿易により鉄砲やキリスト教、南蛮文化が伝来し、日本の戦術や美術、風俗に影響を与えた。

特に鉄砲の普及は戦国時代の戦法を大きく変化させた。 

 

え 

欧米列強に肩を並べるために推進した明治初期の国家目標である。近代国家を形成して国力を

高めるために、殖産興業によって経済を発展させ、軍事力の強化を目標として、スローガン化し

た。 

 

お 

GHQ は戦後の民主化政策の一環として政府による神社や神道への支援・監督を禁じる神道指令

を出し、国家と神道を分離した。戦時期の軍国主義や天皇崇拝の思想的基盤となったとして国家

神道を解体した。 

 


